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はじめに

　チドリノキはムクロジ科の落葉樹で日本の固有種
である。カエデ属であるが，葉は掌状に裂けず，ブ
ナやクマシデに似ている。温帯山地の谷間に生育し，
本州（岩手県以南），四国，九州に自生する。鹿児
島県内では伊佐市，紫尾山，霧島山系から報告され
ている（鹿児島県，2016）。南限は宮崎県の鰐塚山と
されており（初島，2004），これまで大隅半島での分
布は確認されていなかった。今回，大隅半島の甫与
志岳で新たな南限となる分布を確認したので報告す
る。
　

図1　南九州でのチドリノキの分布

生育地の環境

　確認したチドリノキは，鹿児島県肝付町の肝属
山地，甫与志岳（967m）の標高895 mの北に面した，
沢沿いに生育していた。胸高直径28㎝と15㎝の株立
ち個体と，低木2本の計4個体が確認された。
　周辺地域の植生は，高木層はウリハダカエデ（優
占種），チドリノキ，ヤブツバキが，亜高木層はカ
ナクギノキ，ヤマボウシ，シロダモ，ウリハダカエ
デが，低木層はタンナサワフタギ，シキミ，ウリハ

図2　確認されたチドリノキ

図3　株立ちした個体
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ダカエデ，チドリノキ，草本層はナガバモミジイチ
ゴ，ヒヨドリバナ，キヨタキシダ，シケシダ，ジュ
ウモンジシダ，ヤマジオウ，シシガシラ，ミゾシダ，
ツタ，イノデモドキ，フタリシズカ等の生育が見ら
れた。概観としては，高木層はウリハダカエデが優
占し，チドリノキが混生していた。亜高木層にはカ
ナクギノキ，ヤマボウシが，低木層にはタンナサワ
フタギ，シキミ等が目立ち，草本層はナガバモミジ
イチゴ，ジュウモンジシダ等が見られた。岩屋川の
源流部であり，水量は少ないが，伏流水がしみ出し
ている箇所が見られた。
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